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1 ​ 動機：近年日本では人口・世帯数の減少や高齢化な
どを背景に，全国で空き家が増加し続けている．空き

家の増加は地域全体に深刻な影響をもたらす可能性

がある（浅見，2014）．こうした背景を受けて，平成27
年5月から「空家等対策の推進に関する特別措置法」
が全面施行され，自治体は同法に基づいて空き家対

策の取り組みに着手している．同法の中では自治体

全域を対象とした空き家に関する情報の把握や，

データベースの整備などが自治体の努力義務として

定められている．そのためこの取り組みを進めていく

ためには，空き家の「広域」に渡る空間的な分布を

「迅速」かつ「安価」に，また「継続的」に調査をする手

法が求められている．そこで本研究では過去数年分

のデジタル電話帳を用いて，建物ごとの電話の開通

状況を把握し，建物ごとの空き家率を推定する手法

を検討した．また同手法で開発したデータを集計化す

ることで，任意の空間単位（町丁目など）でその地域

の空き家数や空き家率を推定・把握する技術開発を

行った．  
2 ​ 方法：対象地域は愛知県豊川市全域とする．まず豊
川市が2016年度に調査を完了させた全市の空き家
調査データと，日本ソフト販売株式会社から提供を受

けた2016年12月から過去7年分（84ヶ月分）のデジタ
ル電話帳を，住宅地図（2014年）に結合した．続いて
結合結果から建物ごとの時系列電話帳から得られる

電話の停止期間ごとに空き家率を計算した（表1）．最

後に同結果を用いて建物ごとに空き家率を推定し，

その結果を町丁目ごとに集計することで，町丁目ごと

の空き家率を推定した． 

3 ​ 結果：図1に表1で得られた結果を元に作成した町丁
目ごとの戸建て住宅の空家率を示す．また図2は推定
値と市による空き家調査結果から得られた戸建て空

き家数を比較した結果である．今後は電話帳のジオ

コーディング精度の向上や，他の自治体での同様の

調査・研究を進めることで，手法の改善と信頼性の向

上を進めたい． 
4 ​ 使用したデータ： 
​ 「豊橋市空家実態調査・空家確認調査 (2016年度実
施分)」愛知県豊川市 

​ 「電子電話帳 (2009年12月～2016年12月)」日本ソ
フト販売株式会社 

​ 「Zmap TOWN II (2014年)」株式会社ゼンリン 
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